
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中道而廃（ちゅうどうじはい）ではなく、挑戦する心で・・・ 

校長 佐藤 太 

早いもので、２月・如月（きさらぎ）です。まだ冬の寒さがあり、衣服を何枚も重ね着する（更に着る）

月なので、衣
き

更
さら

着
ぎ

とも書きますが、皆さんは、寒さに負けずに健康で元気に生活してください。 

衣更着の２月とは言っても「冬来たりなば、春遠からじ」です。今は厳しい冬が来ているけれども、いつ

までも冬が続くわけではなく、草木も新芽の準備を始め、やがて暖かい春はやってきています。もう少し踏

ん張れば、必ず明るい光が差し、良い方向に進むという意味でも使われます。特に、この２月に入試本番を

迎える３年生は、全力を出し切り、良き春が巡ってくるように、健闘を祈っています。 

さて、紀元前６世紀に生きた中国の思想家・孔子とその弟子たちで、まとめた論語という書物には、 

 

 

という言葉があります。 

昨年、秋のテレビドラマ「相棒」の第一話で、この言葉がドラマの出てくるお店に飾られて映っていたこ

とを思い出しましたが、皆さんの中にも、このシーンを観た人がいるかもしれませんね。 

この言葉は、孔子の弟子が「私には実力がないので、取り組んでいくことができない」と孔子に嘆きなが

ら言った場面で、孔子が「それは、あなたの実力が足りないのではありません。本当に実力がない人は、や

りだした道なかばで、投げ出して辞めてしまうものです。今のあなたは、自分で自分の力や限界を決めてし

まって、やりもしないで、見切りをつけているのです。」と返答した言葉です。「画」の字の中に「田」の

形がありますが、「画」の成り立ちは、「田んぼの区切りは、ここまでと線を引き画
か

く」という形象の意味

で、画の字が作られています。つまり、画は、ダメと判断して、自分の限界を決めてしまうという意味です。  

昔、読んでいたスラムダンクというマンガに“あきらめたら、そこで、試合終了だよ”という名ゼリフが

ありましたが、自分の力や可能性を信じて、チャレンジし、挑戦していく姿勢を問われていると思います。 

コロナ過で、先の見通しが立たないこともありますが、その中でも、私は昨年から、私の苦手分野のWeb

技術の習得に挑戦しています。初めは「自分には無理かも」と思うこともありましたが、必要に迫られるこ

ともあり、挑みを続けています。挑戦する動機やきっかけは、人それぞれです。しかし、新たな挑戦をして

いる人は、今の日本や世界中のあちこちの人々に数多くいるはずです。 

さて、皆さんは、どのような挑戦をしているのでしょうか。令和３年も２か月目に入りましたが、皆さん

が取り組むチャレンジでは、簡単にあきらめずに努力を続けてほしいと思います。また、緊急事態宣言によ

り学校生活に影響がないわけではありませんが、大きく広い視野と強い心、先への希望をもち、２月の学習・

生活を充実させてほしいと思います。 

保護者・地域の皆様、３学期の教育活動の変更をお願いすることになりましたが、生徒達は、状況を把握

して、賢く、誠実に一生懸命に学校生活と学習に取り組んでいます。引き続き感染症対策に取り組み、健康・

安全、学習を第一に考え教育活動を進めてまいりますが、保護者の皆様には、２月もお子様の健康管理をよ

ろしくお願いいたします。 
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教育目標 

「豊かな心とたくましい体をもつ生徒」｢自ら計画し進んで学習する生徒｣｢他人の立場を尊重し仲良く協力できる生徒｣ 
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「全国に誇れる御成門中学校を創る」－世界に発信する－ 

 御成門だより 

力 不 足 者 （ 力足
た

らざる者は ）  

中 道 而 廃  （ 中道
ちゅうどう

にして 廃
はい

す ）  

今 汝 画   （ 今 汝
なんじ

は画
かぎ

れり ）  
 



［避難訓練（１月１４日）］ 

 地震後に給食室から火災発生を想定した避難訓練を実

施しました。ヘルメットを着用して、新型コロナウイルス

感染症対策のため学年ごとに異なる避難場所に移動しま

した。避難場所への移動時や避難場所においても、ソーシ

ャルディスタンスを守ることが必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［校内作品展示会（１月２２日～２５日）］ 

 各教科や委員会活動、部活動で作成した作品を校内展示

し、クラス毎に時間を分けてお互いに鑑賞しました。他の

人の作品を見ることで、たくさんの刺激を受け、自分の作

品をより良くしたいと意欲が高まる機会にもなりました。 

（新型コロナウイルス感染症対策のため、今年度は保護者

の皆様や地域の方々にご参観していただくことが出来ま

せんでした。たいへん申し訳ありません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［１年生ボッチャ大会・レク大会（１月２９日）］ 

 1月末に延期して実施する計画であった移動教室が、

港区全中学校で中止となりました。その代わりに、１２

月に福祉学習の一環として体験したパラスポーツの「ボ

ッチャ」の大会と学級委員会で計画したレクリエーショ

ン大会を行いました。今回はボッチャのボールを全生徒

で手作りしました。また、レクでは「カウントダウンゲ

ーム」「１人１０秒絵心対決」「後だし負けるが勝ちじ

ゃんけん大会」「班対抗定規争奪戦」をクラスや学年全

体で競い、大いに盛り上がりました。 

 

ゃんけん大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の予定 

２日（火）都立高校推薦入試合格発表 

６日（土）土曜授業日 

８日（月）全校朝礼、専門委員会 

１０日（水）私立高校一般入試始 

１２日（金）中央委員会 

１３日（土）土曜授業日、11:00～新入生説明会 

      みなと科学館見学（２年） 

      13:30～ＰＴＡ実行委員会 

１５日（月）生徒朝礼 

１７日（水）校内研修会、５校時研究授業 

１９日（金）避難訓練 

２１日（日）休業日 

都立高校一般入試、英語検定２次 

２４日（水）学年末考査（数・国・保体） 

２５日（木）学年末考査（英・理・美） 

２６日（金）学年末考査（社・技家・音） 

 

  

  

  

  

  

  

  

 

  

 


